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既存流通を変える力となるか
紀伊國屋を追って競合サイト続出

第 1 章 小 売 ・ 仲 介 、 代 行

書籍q

オンライン書店

紀伊國屋を追撃するサイト続出

国内オンライン書店は数多くあるが、

1999年度の売上第一位は紀伊國屋書

店 と予想され、その額20億円強

といわれている。そのほか目立ったところ

では1999年 8月にサービスを開始した

「JBOOK」 は書籍のみならず、音

楽CD、PCソフト、ゲームソフトなど200

万点以上の商品を取り扱い、全商品の

1999年度売上高100億円をめざしていた。

また「ブックサービス」 は書籍デ

ータベースと検索プログラムの拡充を

1999年10月に終え、売り上げを大きく伸

ばしている。

2000年7月には国内最大の書籍データ

ベースを持つ「BOOK1」 のサービ

ス開始が予定されている。BOOK1は3年

後の年間売上高を300億円、5年後には

600億円を目指している。また米国の

「Amazon.com」の日本進出も噂されて

いる。それによればこの7月には日本国内法

人を設立するようで、これが本当ならば、

今後ますますオンライン書店の機能・サー

ビスの競争は激化していくだろう。
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新 市 場 の開 拓 に大 きな期 待

新しいビジネスモデルを評価する基準と

して、「どれだけ市場規模を拡大したか」

「新しいマーケットと読者をどれだけ創出

したか」を挙げることができる。この観点

からオンライン書店によって新たな需要が

創出される可能性を検討してみよう。

① 書店のない地域の読者に対し、現物を

手に取らせて見せることはできないま

でも、入手可能な書籍60万点弱につ

いて一定の情報を送り届け、その中か

らほしい本を選び、注文してもらうこ

とができるようになる

②書籍データベースの豊かさと検索プロ

グラムのでき具合を前提条件にしなけ

ればならないが、「○○のことで悩んで

いる子供に読ませたい本」、「広告や書

評欄に掲出されたあの本」、「○○賞を

受賞したあの本」を探している、とい

った読者の要望に応えることができる

③これも前提条件付きなのだが、供給側

の、とりわけ出版社の絶版情報や在庫

情報をサイトの書籍データベースが所

持しているならば、読者は自宅や職場

にいながらにして入手日数を知ること

ができる。現在のように注文してから3

週間後に書店店頭で初めて絶版である

ことを知らされるようなことがなくなる

④読者の検索履歴や購買履歴に基づいて

新刊書籍の案内メールを届けることが

できるようになる

参入できない書店からすればオンライ

ン書店に危機感を持つのは当然である。

しかしこうしてみると、オンライン書店の

可能性は量的にはいざしらず、質的には

既存店の売上高を「食っている」以上の

新市場開拓と読者の掘り起こしに寄与し

ているといえそうである。

IT 駆 使 したサービスが今 後 の鍵

オンライン書店の利ざやは既存書店と

さほど変わらない。22〜23％の利ざやで、

書籍データベース構築、メンテナンスを

始め、システム関連経費の償却にどれほ

ど割けるのか、ネット書店の損益面での

課題は多い。しかしたとえばJBOOKでは

音楽CD、ビデオ、DVD、パソコンソフ

ト、ゲームソフトと同様、書籍にも買い

上げ金額に応じたポイントバックを開始

した。こうしたITを駆使したサービスが、

再販制も含め、これまでの流通のあり方

を大きく変える可能性を秘めている。オ

ンライン書店そのものの可能性もさるこ

とながら、既成のビジネスに与える影響

は小さくない。

ビジネスの成否は新旧で決まるわけで

はない。「読者の支持」がすべてである。

このようにして見ると、この1、2年は、

後世において出版史に残るような年とし

て位置づけられる可能性がある。

（本間広政　株式会社尚学図書・総合言語研究所）
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資料2-1-26　ブックサービス受注件数・冊数推移

http://www.kinokuniya.co.jp

http://www.jbook.co.jp

http://www.bookservice.co.jp
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出所 「ブックサービス」（2000年2月）の資料を元に作成
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